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三陸鉄道の『震災学習列車』運行による東日本大震災に関する防災学習活動
The disaster prevention learning activities by the ”earthquake disaster learning train” ser-
vice of Sanriku Railway
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「三陸鉄道の『震災学習列車』運行による東日本大震災に関する防災学習活動」についての報告である。
➀　３.１１東日本大震災では、三陸沿線を走る「三陸鉄道」（略して「三鉄」）もその施設、線路などに被害を受け、大

小３１７カ所もの被災箇所を持つに至り、運転停止に至った。この「三陸鉄道」は、岩手県の太平洋沿岸を走る第三セ
クター鉄道（１９８４年（昭和５９年）開業）で、久慈ー宮古間の「北リアス線」と、釜石ー盛（大船渡）間の「南リア
ス線」の 2路線で構成された鉄道である。
北リアス線、南リアス線の両路線は、地震動と津波による大きな被害を受けた。特に、津波による被害が甚大であっ

た。被害の状況が明らかになるにつれ、運転再開は「絶望」だと思ったようだ。
➁　しかしながら、このように大きな被害を受けたにも関らず、震災の５日後の３月１６日に、久慈ー陸中野田の区間

で『災害復興支援列車』（運賃無料）の部分運行を行った。続く３月２０日に宮古ー田老の区間でも運行を再開した。
3.11直後から、地元住民が「安否確認」「食料の調達」などで、三鉄の線路上を通行路として利用していたが、これを

見て、地元住民の生活応援と町の復興への支援をしなければならない、と考えた。これは、開業以来、三鉄が培ってき
た地元住民との繋がり、信頼関係の結果であった。運行した結果、「希望」、「安心」も運行とともに運ぶことができた。
また、この成功が、全線再開へのステップになった。

➂　５月２日から、三鉄は自治体関係、企業向けに、災害現場を案内する『フロントライン研修』を実施した。これは
災害現場を視察したいという要望に応える「営業」を始めたものである。

➃　『フロントライン研修』とは別に、１年後の２０１２年６月１３日に、久慈市の「ふるさと体験学習協会」の「体
験型教育旅行」プログラムで「キズナ強化プロジェクト・アメリカ訪日団」（学生団体）が来日した。この時、三陸鉄道
の社員の二橋が被災現場を案内した。訪問団は、実際に三陸鉄道に乗車し、二橋が被災現場の説明をした。
このときの学生らの反応は、
「日本で起きた震災のことを一人でも多くの方に伝えたい」
「海外から応援します」
など、非常に感動するものであった。このことから、学生をはじめ、一般の方々に実際の被災現場を観てもらうとい

う必要性が実感でき、「被災した企業として、後世に伝えることも使命」であることを理解した。そこで、『震災学習列
車』の運行を三陸鉄道として行うことが決まった。
『震災学習列車』のプログラムは、完全予約制で、車両は貸切となり、臨時列車で運行される。
１車両に１名のガイドが付き、被災状況が見れる場所では列車を止めたり徐行などして、震災当時の様子や「今」の

被災地の状況や問題などをパネルなどを使い説明する。ガイドは三陸鉄道社員か沿線住民から選択される。ガイドの説
明する内容は統一しておらず、各自が想うことをストレートに話すこととしている。

➄　３.１１以降、被災地現場を見学したい、理解したいという希望が国内外からあった。しかし、その受け入れ組織
がない状況の中で、三陸鉄道はよい受け入れ団体となっていった。２０１２年６月の『震災学習列車』開始以来、徐々
にこのプログラムへの申込が増えて行った。
これまでの実績は、以下の通りとなっている。
　２０１２年度　２７団体　１４７２名
　２０１３年度　１４６団体　６５７１名
　２０１４年度　２５１団体　１０４７０名
　現在、『震災学習列車』の主なねらいは、次のようである。
・東日本大震災の経験と教訓を後世に継承し、今後の防災教育の現場として貢献したい。
・『震災学習列車』を核とし、地域復興のために三陸地域に旅行者を誘致し、地域の観光産業の振興に貢献したい。
・地域鉄道として存続のための乗車人員の確保と収益の確保に貢献したい。
➅　今年から、JR東日本によって「JR山田線の被災部分＝宮古?釜石間」の復興建設が始まる。
将来、三陸鉄道に運営が移管される際は、この区間でも『震災学習列車』の運行を考えている。
➆　参考文献：「さんてつ」吉本浩二著　新潮社
　　　　　　　「線路はつながった：三陸鉄道　復興の出発点」冨手淳著　新潮社
　　　　　　　「三陸鉄道　情熱復活物語」品川雅彦著　三省堂
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